
学
校
が
ひ
と
つ
に
な
る
た
め
に

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
導
入

　

高
知
県
立
高
知
南
高
校
は
、普
通
科
と
国

際
科
を
設
置
す
る
併
設
型
中
高
一
貫
教
育
校

だ
。現
在
、キ
ャ
リ
ア
教
育
と
国
際
理
解
教
育
の

２
本
柱
に
よ
る
、６
年
間
の
系
統
的
な
「
高
知

南
版
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
」に
取
り
組
ん
で
い
る
。

国
際
科
の
あ
る
同
校
が
国
際
理
解
教
育
に
力

を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
自
然
な
流
れ
で
、

国
際
科
を
中
心
に
大
学
や
県
の
国
際
交
流
課

と
の
連
携
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
や
留
学
生
と

の
交
流
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整
備
し
て
き
た
。

一
方
、実
施
８
年
め
を
迎
え
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
取
り
組
み
始
め
、同
校
の

重
要
な
柱
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。ま
ず
は
キ
ャ

リ
ア
教
育
導
入
の
経
緯
か
ら
ひ
も
解
い
て
い
き

た
い
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
黎
明
期
に
あ
っ
た
２
０
０
７

年
度
、同
校
は
文
部
科
学
省
の「
高
等
学
校
に

お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
在
り
方
に
関
す
る
調

査
研
究
」の
指
定
校
に
手
を
あ
げ
た
。
学
校
評

価
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
と
、ほ
と
ん
ど
の
生
徒
は

「
学
校
が
楽
し
い
」と
感
じ
て
い
る
が
、「
学
校

生
活
に
目
標
を
も
っ
て
い
る
」は
半
数
ほ
ど
。も

っ
と
生
徒
の
目
的
意
識
を
高
め
、高
校
生
活
を

充
実
さ
せ
た
い
。
そ
れ
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
導
入

の
大
き
な
理
由
だ
。

　

ま
た
、背
景
に
は
02
年
度
の
併
設
中
学
設
置

に
よ
る
混
乱
も
あ
る
。
中
高
一
貫
教
育
が
思
う

よ
う
に
軌
道
に
乗
ら
ず
、試
行
錯
誤
で
教
員
の

疲
弊
感
が
募
る
な
か
、学
校
を
ひ
と
つ
に
束
ね

る
何
か
が
必
要
だ
っ
た
。
当
時
教
頭
と
し
て
在

籍
し
て
い
た
廣
瀬
法の

り
た
み民
副
校
長
は
こ
う
振
り

返
る
。

 

「
ス
ー
パ
ー・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・ハ

イ
ス
ク
ー
ル
や
サ
イ
エ
ン
ス・パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た

が
、特
定
の
教
科
に
限
定
し
た
動
き
に
な
り
が

ち
で
し
た
。学
校
を
変
え
る
に
は
、み
ん
な
で
で

き
る
も
の
で
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
こ
で
、全
教

員
が
か
か
わ
れ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
導
入
し
、

目
線
を
合
わ
せ
て
い
こ
う
と
考
え
ま
し
た
」

　

し
か
し
、当
時
、学
校
現
場
で
は
ま
だ
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
理
解
が
進
ん
で
い
な
い
時
期
で
、同

校
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、外
部
の

有
識
者
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
委
員
会
を

設
置
。
そ
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
、自
尊
感
情

の
育
成
、規
範
意
識
の
確
立
、学
習
活
動
の
活

性
化
を
目
標
に
掲
げ
、総
合
的
な
学
習
の
時
間

（
以
下「
総
学
」
）を
中
心
に
展
開
す
る
体
験
的

な
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム「
サ
ザ
ン・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

 

「
総
学
」の
中
学
校
課
程
は
仲
間
づ
く
り
か
ら

始
ま
り
、職
場
体
験
学
習
な
ど
の
職
業
理
解
、

国
際
理
解
に
取
り
組
む
。
高
校
課
程
で
は
職

業
別
ガ
イ
ダ
ン
ス
、課
題
探
究
学
習「
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
学
習
」、進
路
実
現
に
向
け
た
講
座
や
小

論
文
・
面
接
指
導
な
ど
を
実
施
す
る
。

　

こ
う
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
践
が
軌
道
に

乗
り
、学
力
面
を
中
心
と
し
た
中
学
校
の
て
こ

入
れ
も
あ
っ
て
、数
年
で
校
内
は
落
ち
着
き
を

取
り
戻
し
た
と
い
う
。

 

「
本
当
に
学
校
が
ぐ
ん
ぐ
ん
変
わ
っ
て
い
き
ま
し

た
。
や
ら
さ
れ
感
で
は
な
く
、『
み
ん
な
で
挑
戦

を
楽
し
も
う
よ
』と
い
う
空
気
が
あ
り
、教
員
が

高校生活に目的意識をもたせようと始めたキャリア教育で、県内の高校を牽引する高知南高校。
地域の課題解決に挑む「マネジメント学習」を核としてさらなる進化に取り組むなか、

数年後に市内の高校と統合することが決定。節目にある同校のキャリア教育をレポートします。

─高知南高校（高知・県立）─

取材・文／藤崎雅子

先進校に学ぶキャリア教育の実践

高知をよくする課題探究学習を核に
学校生活全体で「気付く・考える・表現する」

中高一貫教育　 学校再編　 課題探究学習　 授業改善
学習・生活記録ノート　 教員研修　 国際理解教育
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体験的な学習を核とする
取り組み等

体験的な学習を強化する
取り組み 教員のスキルアップ

１
学
年

MMM学習
（南ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学習に向けて）
■目的：マネジメント学習のため
の「課題を設定する力」をつける
■主な内容
●職業別ガイダンス
●卒業生講話、進路講演
●夏休みに3日間程度の体験活
動を実施（事前・事後学習あり）

自己発展学習
（全教科）
■目的：言語活動の基本を身に
つけ、その場に応じた活用ができ
るようにさせる
■主な内容
●作文やプレゼンテーションの機
会を設定
●主体的・協働的に学ぶ学習（ア
クティブラーニング）を活用した授
業改善

教員研修

■目的：各取り組みを効果的に
「つなげる」ためのスキルアップを
図る
■スキル
●生徒の変化に気づく力
●適切な指導・助言を行うスキル
●教科の学びを総合的な学習の
時間や学校行事につなげる力
■主な内容
●教員個人としての力量を高める
ため～外部講師を招聘した校内
研修、教員間での研究協議や情
報交換
●組織的な取り組みで質を高めて
いくため～研究授業を活用した
教科会や校内研修、教員同士
が相互に教え合う学年会

２
学
年

マネジメント学習
（課題探究学習）
■目的：マネジメント学習で「課
題に対応する力」をつける
■マネジメント学習の主な流れ
オリエンテーション→テーマ設
定・課題探究（アンケート、インタ
ビューなど）→具体的な改善プラ
ンまとめ→発表

進取ノートの活用
（HR活動）
■目的：生徒一人ひとりの変容
をとらえ、個に応じたていねいな
指導・助言を行う
■主な内容
日々の学習やホームルーム活動
の記録をつけることで、継続的な
取り組みの重要性を体験させた
り、面談で活用し目標設定や具
体的な行動につなげる

３
学
年

進路選択

■目的：積み上げた土台の上に
「自己課題に挑戦する力」をつけ
る
■主な内容
●キャリアアップ講座
●小論文、面接指導等

一体感や達成感を高める
（学校行事）
■目的：自らアイデンティティを
確立させる
■主な内容
体育祭や文化祭において、中高
生全員で取り組むことのできる企
画を生徒会が中心になって立
案、実行するなど

南高校でつけさせたい
１０の力

基礎的・汎用的
能力との対応

1 ルールやマナーを守る 人間関係形成・
社会形成能力2 協力・協働する力

3 自己の役割の理解
自己理解・
自己管理能力4 主体的に行動する力

5 忍耐力

6 本質の理解

課題対応能力7 計画立案

8 実行する力

9 学ぶこと・働くことの
意義や役割の理解 キャリアプラニング

能力
10 将来設計

中１　仲間づくり

中２　職業理解

中３　中高連結

高１　課題設定

高２　課題対応

高３ 自己課題に挑戦
気
付
く
・
考
え
る
・
表
現
す
る

普通科・国際科／1987年設立
／生徒数615人（男子263人・女子352人）
進路状況（2015年３月実績）　大学78人・短大８人
専門学校77人・就職12人・その他14人
高知県高知市桟橋通６-２-１

 088-831-2811
 http://www.kochiminami.jp/

地域の生徒数増加に応じて1987年に開校。ピーク時は全学年定員数1400人だったが、
現在は720人。2002年より中学校を併設。これまでスーパー・イングリッシュ・ランゲージ・ハ
イスクール（06～08年度）、高等学校におけるキャリア教育の在り方に関する調査研究（07
～09年度）、キャリア教育に係る中核的な時間の在り方に関する研究（13～15年度）など、
さまざまな事業に取り組んできた。11年度にキャリア教育優良校として文部科学大臣表彰。

図1 高知南高校でつけさせたい10の力図2 ６年間のキャリア教育の
 流れイメージ

図3 2015年度キャリア教育研究計画（高校）
　

メ
ン
バ
ー
の
話
し
合
い
で
、「
路
面
電
車
に
よ

る
地
域
活
性
化
」や「
南
海
地
震
対
策
」と
い
っ

た
テ
ー
マ
を
設
定
。
校
外
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
、

集
ま
っ
た
情
報
や
わ
か
っ
た
こ
と
か
ら
解
決
策

を
提
言
と
し
て
ま
と
め
る
。
ク
ラ
ス
内
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
経
て
、代
表
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

発
表
会
を
開
催
。マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
大
賞
ほ
か
３

賞
を
決
め
る
。
発
表
会
は
中
学
校
３
年
〜
高

校
１
年
も
聴
取
し
、次
に
自
分
た
ち
は
ど
う
取

り
組
む
か
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
。

　

こ
の
過
程
で
難
し
い
の
は
、課
題
意
識
を
ど

う
テ
ー
マ
や
活
動
に
つ
な
げ
て
い
く
か
。
ち
ょ
っ

と
し
た
興
味
か
ら
始
め
、調
査
・
研
究
を
進
め

る
う
ち
に
軌
道
修
正
を
繰
り
返
す
グ
ル
ー
プ

も
多
い
。
例
え
ば
、最
初
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
興

味
を
も
っ
た
グ
ル
ー
プ
が
、健
康
寿
命
の
重
要

性
に
目
が
向
き
、県
の
食
材
で
健
康
に
良
い
食

事
を
広
げ
よ
う
と
、高
知
龍
馬
マ
ラ
ソ
ン
の
大

会
で
つ
み
れ
汁
を
ふ
る
ま
う
活
動
を
行
う
と
い

う
具
合
だ
。企
画
部
長
の
小
川
章あ

や
こ子
先
生
は
、

そ
れ
も
学
習
の
う
ち
と
い
う
。

 

「
途
中
で
軌
道
修
正
す
る
と
、生
徒
は
失
敗

し
た
と
思
い
が
ち
で
す
が
、気
づ
い
て
修
正
し
て

共
通
の
目
的
意
識
を
も
っ
て
取
り
組
ん
だ
こ
と

が
よ
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
」（
廣
瀬
副
校
長
）

生
徒
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

１
年
間
の「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
習
」

　　

サ
ザ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
玉
は
２
学
年
の

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
習
」。
約
1
年
間
か
け
て
、

３
〜
４
人
の
グ
ル
ー
プ
で
地
元
高
知
の
課
題
の

解
決
策
を
探
っ
て
い
く
。
各
ク
ラ
ス
に
担
任
を

含
む
教
員
２
人
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
入
る

が
、す
べ
て
生
徒
が
主
体
と
な
っ
て
進
め
る
。
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マネジメント学習の活動のひとこま。スーパーのイベントに参加して野菜の大切さを劇で子どもた
ちに訴えたり、日本らしい衣装を着て外国人観光客向けガイドツアーを行ったり、街に出て活動

「総学」で使用するオリジナルテキストと、生活
と学習を記録する「進取ノート」

８月に実施したキャリア教育校内研修では、南
中学校・南高校でつけたい力について議論

 

「
途
中
で
揉
め
た
り
失
敗
し
な
が
ら
、意
見
や

成
果
を
発
信
し
た
い
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大

き
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。お
と
な
し
い
生
徒
た

ち
も
企
業
や
団
体
と
の
交
渉
や
発
表
の
経
験

を
積
む
な
か
で
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や

積
極
性
が
身
に
つ
い
た
と
感
じ
ま
す
」

　

ま
た
、「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
習
」の
テ
ー
マ
を
高

校
卒
業
後
も
追
い
続
け
る
生
徒
も
。
地
域
の

い
く
プ
ロ
セ
ス
が
大
事
。
そ
の
変
わ
り
目
に
教

員
が
立
ち
会
う
こ
と
で
、気
づ
き
の
大
切
さ
を

伝
え
、一
段
上
の
挑
戦
が
で
き
る
よ
う
に
後
押

し
し
て
い
ま
す
」（
小
川
先
生
）

　

こ
う
し
て
生
徒
主
体
で
活
動
し
た
経
験
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
力
や
意
欲
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

昨
年
度
、２
学
年
の
担
任
と
し
て
生
徒
の
支
援

に
あ
た
っ
た
関
草ふ
き路
先
生
は
こ
う
話
す
。

伝
統
的
な
日
曜
市（
街
頭
市
）の
活
性
化
を
提

案
し
た
生
徒
が
、大
学
進
学
後
も
仲
間
を
募
っ

て
活
動
を
継
続
す
る
な
ど
広
が
っ
て
い
る
。

新
た
な
研
究
事
業
を
テ
コ
に

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
再
構
築
中

　 

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
習
」を
中
心
と
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
軌
道
に
乗
っ
て
か
ら
も
、同
校
は
い
く

つ
か
の
研
究
指
定
の
機
会
を
利
用
し
て
常
に

改
善
を
続
け
て
き
た
。教
員
が
入
れ
替
わ
る
な

か
、「
現
状
維
持
を
目
指
し
て
い
て
は
必
ず
質

が
落
ち
て
い
く
」と
廣
瀬
副
校
長
。
13
年
度
か

ら
は
文
部
科
学
省
の「
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
係
る

中
核
的
な
時
間
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究

（
新
名
称
）
」の
指
定
校
に
。
現
在
、基
礎
的
・

汎
用
的
能
力
に
も
対
応
す
る
同
校
独
自
の「
つ

け
さ
せ
た
い
10
の
力
」を
設
定
し
、そ
の
育
成
に

必
要
な
６
年
間
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
再
構
築

に
取
り
組
ん
で
い
る
最
中
だ（
図
１
・２
）。

　

再
構
築
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
総
学
」を
中
心
に

展
開
し
て
き
た「
気
付
く
・
考
え
る
・
表
現
す

る
」と
い
う
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
を
教
育
活
動
全

体
に
広
げ
る
点
だ
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
領
域
を
、

「
総
学
」で
の「
体
験
的
な
学
習
を
核
と
す
る

取
り
組
み
」、教
科
学
習
や
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
、

学
校
行
事
で
の「
体
験
的
な
学
習
を
強
化
す

る
取
り
組
み
」、そ
う
し
た
各
取
り
組
み
を
効

果
的
に
実
施
す
る
た
め
の「
教
員
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
」の
３
つ
に
整
理
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

（
図
３
）。

　｢

気
付
く
・
考
え
る
・
表
現
す
る
」を

授
業
を
含
む
教
育
全
体
へ

　　

で
は
、各
領
域
で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

改
善
を
進
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、「
体

験
的
な
学
習
を
核
と
す
る
取
り
組
み
」の
領

域
で
は
、各
学
年
で
育
む
力
を
明
確
に
し
、取

り
組
み
内
容
の
系
統
性
や
関
連
性
を
整
理
し

直
し
た
。
１
学
年
で
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
力
は
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テーマ「高知のお野菜召し上がれ♪」

Q テーマ設定のきっかけは？
「『食』をテーマにしようと調べてみて、高知県民は野菜の摂取不足ということ
を発見したのが始まりです。野菜の摂取量を増やすことができれば、健康だけ
でなく、地産地消にも効果があるのではないかと思いました」（永澤さん）

Q 秋までにどんな活動をした？
「一番大きかったのは、近隣のスーパーの食育の日イベントに参加させてもら
ったことです。やりたいことの企画書を作ってお店に提案し、当日は自作のポ
スターを展示したり、野菜を使ったメニューを考えて作って試食してもらったり
して、旬の野菜を多くの方に食べてもらえるよう活動しました」（伊藤さん）

Q 大変だったことは？
「イベントでは最初、お客さんに素通りされてばかりでショックでした。それで、休憩時間にお店
の方と一緒に作戦を練って、もっと大きい声で笑顔でアピールする、試食のお盆をお客さんの
ところまで持っていく、小さな子には『このマフィンの中に何の野菜が入っているかわかる？』と
クイズ形式にするなどの工夫をしたら、ちゃんと立ち止まってくれるようになりました」（河原さん）

Q うれしかったことは？
「スーパーで活動した時、私たちの展示を見てお客さんが野菜を買って『今日ちゃんと食べるからね』と声をかけてくださいま
した。自分たちのメッセージが伝わったんだと、すごくうれしかったです」（永森さん）

前列左から２学年の伊藤文乃さん、河原愛
美さん、永森由佳さん、永澤萌さん、後列左
からクラス担任の久武郁先生、２学年主任
の田中卓史先生

前列左から２学年の岩﨑真夕さん、新井ゆ
なさん、梅下麗さん。客船が寄港した際は、
このパネルで外国人観光客に呼びかける

スーパーに提出した企画書

現在進行中のプロジェクト学習

テーマ「行くぜよ！高校生と土佐の城下町ツアー」

Q テーマ設定のきっかけは？
「まず最初に考えたのは、『高知県をグローバルに売り出そう』というざっくりし
たテーマでした。そこから、みんなで観光マップや観光パンフレットなどいろん
な案を出して、最終的には10月に高知港に入航する客船の外国人客に向
けた、無料のガイドツアーをしようと考えています。」（岩﨑さん）

Q メンバーの３人だけで企画・実施するの？
「ツアーを企画する段階では、外国人観光客のための環境整備を行ってい
る高知おせっかい協会さんや、まちづくりや地域おこしに取り組む地元企業、
高知県国際交流協会の方にお話を聞いて、ツアー内容やガイド方法の参考にしました。また当日は、外国人のガイド経験
が豊富な高知おせっかい協会さんにサポートをお願いしています」（岩﨑さん）

Q ここまで進めてきた感想は？
「高知県民なのに、高知の良さを全然わかっていなかったなと。最初、高知県のよいところを聞かれて、『高知城、はりまや橋、
イオン』ぐらいしか言えなかったのですが、あまり知られていない清流などの魅力を再発見しました」（梅下さん）
「実は最初、自分が何をしたらいいのかわからなかったんです。でも、リーダーに分担を割り振ってもらって、『しっかりやらなく
ては』という責任感が出てきて、『これは誰かがやってくれるだろう』ではいけないな、みんなで話し合って決めることが大事だ
な、と思うようになりました」（新井さん）



時期 研修名 対象者 研修内容の概要

4月 面接講習会 高３団教員
進路指導部員 教員の面接全般にわたるスキルアップ

6月

面接講習会 全教職員 教員の面接全般にわたるスキルアップ

キャリア教育
校内研修１ 全教職員

講演テーマ：学習自己管理ノートの有効活
用について　
講師：筑波大学教授　藤田晃之氏

７月 探究型
学習研修会

本校教員
高知県内
他校教員

テーマ：「知識構成型ジグソー法」の授業手
法について
内容：研究授業、研究協議
講師：高知県教育センター指導主事

８月

キャリア教育
校内研修２ 全教職員 本校の「キャリア教育」について報告・説明

／ワークショップ（各学年別）

高知南高校
公開講座

本校希望教員
高知県内
他校教員

小論文講座
講演テーマ：基礎的・汎用的な国語力育成
～表現の能力育成のための方策～
講師：「志桜塾」主宰　長谷 剛氏

10月 キャリアカウンセリング
研修会１ 希望教員 傾聴スキル向上研修会

11月

キャリア教育
講演会

全教職員・生徒
保護者

「吉田沙保里と熱く語ろう！」
講師：吉田沙保里氏

グローバル教育 全教職員

内容：公開授業、分科会、全体会
講演テーマ：21世紀に求められる資質・能
力の育成を目指して
講師：国立教育政策研究所総括研究官
白水始氏

キャリアカウンセリング
研修会２ 希望教員 傾聴スキル向上研修会

12月 キャリア教育校内研修3 全教職員 講師：リクルートキャリアガイダンス編集長
2月 授業法改善研修 全教職員 テーマ：アクティブラーニング

３学年担任

関 草
ふき

路先生
教頭

宮地敏朗先生
企画部長

小川章
あやこ

子先生
副校長

廣瀬法
のりたみ

民先生
校長

谷岡博志先生

「
課
題
設
定
」。
夏
休
み
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
や
職
場
体
験
な
ど
各
自
が
選
ん
だ
体
験
活

動
を
３
日
間
程
度
行
う
体
験
学
習「
Ｍ
Ｍ
Ｍ

学
習（
南
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
習
に
向
け
て
）
」を

新
た
に
始
め
る
な
ど
、地
域
の
課
題
に
目
を
向

け
さ
せ
る
。
そ
れ
を
引
き
継
ぐ
２
学
年
は「
課

題
対
応
」の
育
成
に
焦
点
を
絞
り
、「
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
学
習
」を
よ
り
効
果
的
に
実
践
す
る
こ
と

を
目
指
す
。
３
学
年
で
は
「
自
己
課
題
に
挑

戦
」を
掲
げ
、そ
れ
ま
で
の
課
題
探
究
活
動
の

経
験
も
参
考
に
し
な
が
ら
、今
度
は
卒
業
後
取

り
組
み
た
い
自
己
課
題
を
設
定
し
て
進
ん
で
い

く
。

　

次
に
、「
体
験
的
な
学
習
を
強
化
す
る
取
り

組
み
」の
領
域
に
つ
い
て
。
そ
の
具
体
策
の
１
つ

め
は
、全
教
科
の
授
業
で「
気
付
く
・
考
え
る
・

表
現
す
る
」を
意
識
し
、思
考
力
の
強
化
に
取

り
組
む（
同
校
は「
自
己
発
展
学
習
」と
呼
ぶ
）。

知
識
構
成
型
ジ
グ
ソ
ー
法
に
よ
る
協
調
学
習

や
、タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
な
ど
新
し
い
取
り
組
み

が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

２
つ
め
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
は
、学
習
・
生
活
の

記
録
を
と
る「
進
取
ノ
ー
ト
」を
活
用
。
生
徒
は

学
年
お
よ
び
学
期
ご
と
の
目
標
設
定
や
そ
の
振

り
返
り
、毎
日
の
予
定
や
学
習
内
容
と
時
間
を

記
録
。
定
期
的
に
担
任
が
確
認
し
、生
徒
の
変

容
の
見
取
り
や
面
談
等
の
材
料
な
ど
に
す
る
。

　

３
つ
め
の
学
校
行
事
で
は
、数
年
後
の
学
校

統
合
を
ふ
ま
え
、中
高
全
体
で
の
一
体
感
や
達

成
感
を
重
視
。
生
徒
が
自
分
自
身
や
母
校
に

誇
り
を
も
て
る
よ
う
、生
徒
全
員
に
よ
る

「
1
0
0
0
人
写
真
」の
撮
影
も
始
め
た
。

　

そ
し
て
、「
教
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
」の
領
域

で
は
、教
員
が
生
徒
の
変
化
に
気
づ
く
力
や
、

適
切
な
指
導
・
助
言
を
行
う
ス
キ
ル
、教
科
の

学
び
を
体
験
的
な
学
習
や
学
校
行
事
に
つ
な

げ
る
力
の
育
成
に
努
め
る
。
今
年
度
は
大
学

教
授
や
塾
講
師
の
講
演
会
、全
教
職
員
に
よ

る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど
、10
回
を
超
え
る
多
彩

な
校
内
研
修
を
計
画
し
て
い
る（
図
４
）。

　

こ
う
し
た
多
岐
に
わ
た
る
領
域
の
取
り
組

み
が
進
む
な
か
、生
徒
の
動
き
も
活
発
に
な
っ

て
き
た
。
同
校
で
は
体
育
祭
と
文
化
祭
を
隔

年
で
交
互
に
実
施
し
て
い
る
。
今
年
度
は
文
化

祭
の
年
だ
っ
た
が
、生
徒
会
の
発
案
で
、体
育

祭
も
同
時
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

 

「
生
徒
会
が
中
心
と
な
っ
て
教
員
や
保
護
者

な
ど
に
働
き
か
け
、生
徒
総
会
で
も
議
論
。
そ

う
し
て
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
た
体
育
祭
で
は
、中

高
全
員
が
一
体
と
な
っ
て
お
お
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
」（
宮
地
敏
朗
教
頭
）

学
校
の
看
板
を
外
し
て
も

息
づ
き
続
け
る
教
育
を
目
指
し
て

　　

現
在
も
進
化
を
続
け
る
同
校
だ
が
、２
０
２

１
年
度
に
生
徒
募
集
停
止
、２
０
２
３
年
度
ま

で
に
同
じ
市
内
に
あ
る
高
知
西
高
校
と
統
合

し
て
新
し
い
中
高
一
貫
校
に
な
る
。

　

そ
の
理
由
は
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
ず
、少
子

化
に
伴
う
生
徒
数
減
少
へ
の
対
応
。
少
子
化

が
他
地
域
よ
り
進
ん
で
い
る
高
知
県
に
お
い
て

は
、同
校
の
よ
う
な
都
市
部
で
成
果
を
あ
げ
る

学
校
で
も
統
廃
合
の
対
象
と
な
る
。
ま
た
、海

岸
に
近
い
同
校
は
、南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
発

生
時
に
津
波
被
害
へ
の
懸
念
も
大
き
い
。
そ
し

て
、英
語
科
が
あ
り
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
の
指
定
を
受
け
て
い
る
高
知
西
高
校

と
統
合
す
る
こ
と
で
、よ
り
先
進
的
な
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
を
目
指
せ
る
こ
と
な
ど
だ
。

　

学
校
の
統
合
が
発
表
さ
れ
た
の
は
２
０
１
４

年
２
月
。
同
校
が
新
た
な
研
究
事
業
に
取
り
組

み
始
め
た
矢
先
の
こ
と
で
、関
係
者
は
大
き
く

動
揺
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、今
の
同
校
に
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
雰
囲
気
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
目
の
前
の

生
徒
た
ち
の
力
を
伸
ば
す
こ
と
に
加
え
、統
合

後
の
学
校
で
も
核
と
な
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
の
モ
デ
ル
作
り
と
い
う
、新
た
な
ミ

ッ
シ
ョ
ン
も
加
わ
っ
た
。
谷
岡
博
志
校
長
は
こ
う

意
欲
を
語
る
。

 

「
ま
ず
は
本
校
の
特
色
で
あ
る『
高
知
南
版
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
』に
よ
り
、社
会
が
求
め
る
力
を

生
徒
に
し
っ
か
り
身
に
つ
け
さ
せ
る
教
育
を
遂

行
し
て
い
く
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、南
高
の
看
板
が

な
く
な
っ
た
あ
と
も
、本
校
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
高
知

県
の
教
育
の
ど
こ
か
に
息
づ
い
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
」

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
役
で
あ
る
小
川
先
生

が
、今
、意
識
し
て
呼
び
か
け
て
い
る
言
葉
は

「
先
生
方
が
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ね
」。
か
つ
て

中
高
一
貫
教
育
に
苦
戦
し
て
い
た
時
、「
み
ん
な

で
楽
し
も
う
」と
キ
ャ
リ
ア
教
育
へ
の
挑
戦
を

始
め
た
。
廣
瀬
副
校
長
は「
今
ま
た
、楽
し
む

気
持
ち
で
や
っ
て
い
き
た
い
」と
い
う
。

図4 2015年度キャリア教育に係る主な校内研修
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